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2わたしの議会。

行
政
常
任
委
員
会

12月
議会報告

　令和７年度鳥羽市一般会計補正予算（第６号）ほか、鳥羽市
観光まちづくり基金条例の制定についてなど、執行部提案議案
27件を審議しました。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
53
号　

鳥
羽
市
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〈
内
容
〉
新
設
す
る
放
課
後
児
童
ク

　

�

ラ
ブ
の
名
称
・
位
置
及
び
定
員
を

加
え
る
ほ
か
、
引
用
す
る
条
項
の

整
理
等
を
行
う
。

問	�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
児
童

が
６
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
か
。

答	�

来
年
度
か
ら
は
小
学
校
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問	�

利
用
定
員
数
の
40
名
を
オ
ー
バ
ー

し
た
場
合
、
低
学
年
を
優
先
す
る

の
か
。

答	�

低
学
年
を
優
先
と
い
う
形
で
募
集

要
項
に
は
明
記
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
現
状
、
50
名
か
ら
60
名
の

登
録
が
あ
る
が
、
日
々
の
利
用
者

は
40
名
程
度
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ
と

協
議
を
し
な
が
ら
で
き
る
限
り
預

か
れ
る
よ
う
な
方
向
で
進
め
て
い

き
た
い
。

議
案
第
64
号　

鳥
羽
市
分
課
組
織
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〈
内
容
〉効
率
的
な
業
務
執
行
を
図
り
、

　

�

施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
体
制
を

整
備
す
る
た
め
、
組
織
を
見
直
し

た
く
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

　各常任委員会に 27 議案が付託されました。常任委員会報告

・
議
案
質
疑
・

議
案
第
64
号 

鳥
羽
市
分
課
組
織
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

問	�

現
状
の
職
員
体
制
の
維
持
も
難
し
い
中
で
、

組
織
体
制
を
見
直
す
こ
と
に
つ
い
て
市
長
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

答	�

市
長　

離
職
者
、
休
職
者
が
多
い
現
実
で
、

組
織
体
制
の
維
持
が
大
変
厳
し
い
状
況
と
い

う
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
８

年
と
い
う
の
は
本
市
に
と
っ
て
も
大
き
な
う

ね
り
を
伴
っ
て
動
き
出
す
年
で
す
。
市
政
の

中
で
は
み
な
と
ま
ち
再
生
、
人
口
減
、
少
子

高
齢
化
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
の
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
特
に
組

織
の
変
革
に
つ
い
て
は
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
一
気
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

と
考
え
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
長こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
一
気
に

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

濱
口
正
久

組
織
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て

市
長
の
考
え
は

改正前 改正後

企画財政課
地域創生課
財政課
政策秘書課

放課後児童クラブ「どんぐり」として活用される
旧岩倉老人憩の家
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議
案
第
41
号　

令
和
７
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

〈
主
な
補
正
予
算
の
内
容
と
質
疑
応
答
〉

 

●	�


保
育
所
運
営
事
業
（
修
繕
料
等
の

ほ
か
、
令
和
８
年
４
月
よ
り
保
育

所
に
お
い
て
３
歳
以
上
児
の
主
食

提
供
を
開
始
す
る
こ
と
か
ら
、
必

要
と
な
る
設
備
整
備
等
に
係
る
費

用
を
補
正
）

…
１
３
９
７
万
１
０
０
０
円

問	�

３
歳
以
上
児
の
主
食
提
供
を
開

始
す
る
に
当
た
り
、
す
べ
て
の
保

育
所
の
設
備
整
備
を
行
う
の
か
。

答	�

消
耗
品
は
す
べ
て
の
保
育
所
で

購
入
す
る
が
、
設
備
整
備
等
に

つ
い
て
は
必
要
性
の
あ
る
保
育

所
の
み
で
あ
る
。

 

●	�


漁
業
経
営
構
造
改
善
事
業
（
市

内
漁
業
に
お
け
る
大
量
水
揚
げ
魚

や
低
未
利
用
魚
等
の
加
工
と
流
通

促
進
に
よ
る
付
加
価
値
向
上
を
通

じ
て
漁
家
経
営
の
安
定
化
を
図
る

た
め
、
鳥
羽
磯
部
漁
業
協
同
組
合

が
整
備
す
る
加
工
処
理
施
設
に
対

し
、補
助
支
援
す
る
費
用
を
補
正
）

…
２
億
７
４
５
万
２
０
０
０
円

問	�

魚
価
の
安
定
や
低
未
利
用
魚
の

活
用
に
つ
い
て
の
要
望
が
よ
う
や

く
形
に
な
っ
た
。
繰
越
明
許
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
完
成
の
見

込
み
は
い
つ
頃
か
。

答	�

早
け
れ
ば
令
和
９
年
３
月
頃
の

稼
働
を
計
画
し
て
い
る
。

か
ら
、
避
難
所
の
生
活
環
境
を
改

善
す
る
た
め
の
費
用
を
計
上
）

…
２
４
０
０
万
円

問	�

繰
越
明
許
で
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
一
刻
も
は
や
く
防
水
の
施
工

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答	�

ま
ず
は
年
度
内
に
屋
上
防
水
を

終
わ
ら
せ
た
い
。
天
井
部
分
の
工

事
に
つ
い
て
は
年
度
内
に
終
わ

ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
繰
越
明
許
を
設
定
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

�
意 

見�　

施
設
と
し
て
安
心
・
安
全

に
利
用
が
で
き
る
よ
う
適
切

に
管
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

議
案
第
64
号
に
つ
い
て
は
、
職
員

間
の
協
議
方
法
や
合
意
形
成
に
至
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
質
問
や
、

現
状
の
職
員
体
制
や
業
務
負
担
の
増

加
を
危
惧
す
る
意
見
等
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
最
終
的
な
委
員
会
の
総
意
と

し
て
「
政
策
経
営
会
議
を
経
て
職
員

の
中
で
意
思
統
一
は
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
回
の
組
織
再
編
に
つ
い
て
は

了
と
す
る
が
、
総
務
課
は
職
員
の
離

職
率
を
下
げ
る
対
策
を
並
行
し
て
行

う
よ
う
強
く
要
望
す
る
」
と
の
結
論

に
至
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
40
号　

令
和
７
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

〈
主
な
補
正
予
算
の
内
容
と
質
疑
応
答
〉

 

●	�


地
震
対
策
推
進
事
業
（
市
指
定
避

難
所
で
あ
る
旧
桃
取
小
学
校
校
舎

に
つ
い
て
、
雨
漏
り
等
に
よ
り
避

難
ス
ペ
ー
ス
に
損
傷
が
み
ら
れ
使

用
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と

予
算
決
算
常
任
委
員
会

常任委員会報告

議
案
第
48
号　

鳥
羽
市
観
光
ま
ち
づ

く
り
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

戸と
　
が
み上　

健け
ん　

議
員

《
　
反
　
対
　
》

議
案
第
64
号　

鳥
羽
市
分
課
組
織
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

濱は
ま

口ぐ
ち　

正ま
さ

久ひ
さ　

議
員

《
　
反
　
対
　
》

議
案
第
57
号　

令
和
７
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
か

ら
議
案
第
66
号　

鳥
羽
市
職
員
の
通

勤
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
ま
で
の
10
議
案
に
つ

い
て

南み
な
み

川が
わ　

則の
り

之ゆ
き　

議
員

《
　
賛
　
成
　
》 討

　
論

改修が行われる旧桃取小学校



4わたしの議会。

議員別表決結果令和７年11月26日～ 12月22日会議 ○○：賛成　××：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

倉く
ら

田た

正ま
さ

義よ
し

五い
が
ら
し
十
嵐
ち
ひ
ろ

世せ

古こ

雅ま
さ

人ひ
と

山や
ま

本も
と

欽よ
し

久ひ
さ

瀬せ

﨑さ
き

伸し
ん

一い
ち

南み
な
み

川が
わ

則の
り

之ゆ
き

濱は
ま

口ぐ
ち

正ま
さ

久ひ
さ

河か
わ

村む
ら　

孝た
か
し

戸と

上が
み　

健け
ん

木き
の

下し
た

順じ
ゅ
ん

一い
ち

坂さ
か

倉く
ら

広ひ
ろ

子こ

尾お

﨑ざ
き　

幹み
き

世せ

古こ

安や
す

秀ひ
で

40 令和７年度鳥羽市一般会計補正予算（第６号） 11月26日 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

－ ○○ ○○ ○○ ○○

41 令和７年度鳥羽市一般会計補正予算（第７号）

12月15日

可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

42 令和７年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号） 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

43 令和７年度鳥羽市介護保険事業特別会計補正
予算（第１号） 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

44 令和７年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正
予算（第２号） 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

45 令和７年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号） 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

46 令和７年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

47 令和７年度鳥羽市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

48 鳥羽市観光まちづくり基金条例の制定について 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○

49 鳥羽市乳児等通園支援事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の制定について 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

50 鳥羽市印鑑条例の一部改正について 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

51 鳥羽市職員等の旅費に関する条例等の一部改正
について 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

52
鳥羽市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例等の一部
改正について

可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

53 鳥羽市放課後児童クラブの設置及び管理に関す
る条例の一部改正について 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

54 鳥羽市消防団条例の一部改正について 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

55 鳥羽市火災予防条例の一部改正について 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

56 鳥羽志勢広域連合規約の一部変更に関する協議
について 可決 ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

57 令和７年度鳥羽市一般会計補正予算（第８号）

12月22日

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

58 令和７年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第２号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

59 令和７年度鳥羽市介護保険事業特別会計補正
予算（第２号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

60 令和７年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正
予算（第３号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

61 令和７年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

62 令和７年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第４号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

63 令和７年度鳥羽市下水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

64 鳥羽市分課組織条例の一部改正について 可決 ○○ ×× ○○ ○○ － ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

65 鳥羽市職員給与条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

66 鳥羽市職員の通勤手当支給に関する条例の一部
改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
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一般質問
これが問いたい ● ここが聞きたい

日程 議員氏名 項目

１２月２日（火）

倉
くら

田
た

正
まさ

義
よし 鳥羽市武道館の施設・設備の改善について

濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ 社会的処方箋による地域課題解決と共創人口について

五
い が ら し

十嵐ちひろ 性別で判断されない鳥羽市にすることについて

南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき 耕作放棄地の再生利用と獣害対策について

市職員の処遇改善及び業務改善について

山
やま

本
もと

欽
よし

久
ひさ 市の郷土学習の推進について

市営定期船の減船について

１２月３日（水）

戸
と

上
がみ

　健
けん 生活困窮者の権利としての生活保護行政を問う

本市の文化財保護と「九鬼水軍博物館」の建設を提案する
鳥羽市の財政について市長の基本認識を問う

世
せ

古
こ

安
やす

秀
ひで 鳥羽市の経済活性化策について

木
きの

下
した

順
じゅん

一
いち 市長公約の「海環境と森林環境を守る政策」の推進と、加茂小学校の提言の実行について

坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ 認知症の人に寄り添った地域社会の構築について

命を守り、命をつなぐ防災対策について
インクルーシブ教育システムにおける「副次的な籍」について

尾
お

﨑
ざき

　幹
みき 都市マスタープランの改定について

12月２日・３日に10人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。
※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。

各議員の動画はこちらからご覧いただけます↑

鳥羽市議会サポーター意見交換会を鳥羽市議会サポーター意見交換会を
実施しました実施しました

　令和７年12月18日（木）に鳥羽市議会サポーター意見交換会を実施しました。鳥羽市議会
サポーター９名が２班に分かれ、「議会や議員活動をもっと知ってもらうためには」をテー
マに話し合い、最後には意見発表を行いました。
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問	�

鳥
羽
市
武
道
館
の
照
明
は
、「
水
銀
に
関

す
る
水
俣
条
約
」
に
お
い
て
問
題
の
大
き

い
水
銀
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
災

の
観
点
か
ら
も
全
面
更
新
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
ま
す
か
。

答	�

生
涯
学
習
課
長　

水
銀
灯
は
既
に
生
産

が
中
止
し
て
お
り
、
維
持
管
理
が
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。
防
災
・
安
全
面
の
配

慮
も
求
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
、
順
次

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�

部
活
動
の
地
域
展
開
、
市
民
の
健
康
増

進
な
ど
、
社
会
体
育
の
重
要
性
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
武
道
館
の
修
繕
な
ど
運
動

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

ま
す
か
。

答	�

教
育
長　

武
道
館
の
設
備
が
十
分
で
な
い

点
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え

る
施
設
の
整
備
は
不
可
欠
で
す
。
修
繕
や

改
善
の
必
要
性
を
検
討
し
、
安
全
快
適
な

環
境
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問	�

人
口
減
少
が
進
む
中
、
運
動
施
設
に
つ
い

て
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
も
魅
力
的
な
未

来
図
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
武

道
館
な
ど
運
動
施
設
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
見
解
は
い
か
が
で
す
か
。

答	�

市
長　

子
育
て
支
援
、
市
民
の
活
力
醸

成
、
い
ず
れ
に
し
て
も
中
央
公
園
一
帯

は
、
非
常
に
大
切
な
場
所
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
し
っ
か
り
検
討
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
方
策
を

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

倉
くら

田
た

正
まさ

義
よし

市
長市

民
の
皆
さ
ん
に

ご
理
解
い
た
だ
け
る

方
策
を
出
し
て
い
き
た
い

鳥
羽
市
武
道
館
な
ど
運
動
施
設
の

今
後
の
在
り
方
は

降雨時の雨漏り対策としてブルーシートが敷かれている
鳥羽市武道館の現状

濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ

問	�

人
と
人
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会

的
に
健
康
に
な
っ
て
い
く
「
社
会
的
処
方

箋
」
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
中

心
と
な
っ
て
取
り
組
む「
ま
ち
の
カ
ル
テ
」

と
連
動
が
で
き
ま
せ
ん
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
長　

課
題
が
広
く
投
げ
か

け
ら
れ
、
そ
の
課
題
の
解
決
に
あ
ら
ゆ
る

主
体
が
参
画
で
き
る
状
況
を
つ
く
る
こ

と
は
、
人
口
減
少
下
の
課
題
の
解
決
手

法
と
し
て
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

問	�

観
光
商
工
課
の
取
組
で
あ
る
地
域
課
題
解

決
調
査
補
助
事
業
は
、
鳥
羽
モ
デ
ル
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
い
か
が

で
す
か
。

答	�

観
光
商
工
課
長　

大
学
生
や
研
究
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
研
究
課
題
は
、
海
女
文
化
、
観

光
振
興
、
水
産
振
興
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
こ
う
し
た
若
者
の
関
わ
り
は
地

域
に
新
た
な
視
点
や
活
力
を
も
た
ら
す
重

要
な
要
素
で
あ
り
、
こ
の
補
助
制
度
を
活

用
す
る
大
学
生
等
は
年
々
増
加
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
、
鳥
羽
市
な
ら
で
は
の

鳥
羽
モ
デ
ル
と
し
て
の
確
立
が
期
待
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

問	�

共
創
に
よ
る
未
来
を
実
現
す
る
た
め
の
関

係
人
口
、
特
に
若
者
や
学
生
が
集
い
や
す

い
駅
の
近
く
に
交
流
拠
点
が
あ
っ
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答	�

市
長　

鳥
羽
駅
周
辺
の
エ
リ
ア
再
生
ビ

ジ
ョ
ン
の
動
き
も
見
な
が
ら
、都
市
機
能
、

交
流
施
設
、
発
信
機
能
、
交
通
結
節
の
機

能
を
持
た
せ
た
複
合
的
な
も
の
に
つ
く
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
長複

合
的
な
も
の
に
つ
く
り

上
げ
た
い

共
創
未
来
の
実
現
の
た
め
、
駅
の

近
く
に
交
流
拠
点
を

共創拠点のSHIBUYA QWS（渋谷キューズ）
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市民意識調査グラフ

南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき

問	�

近
隣
の
伊
勢
市
、
志
摩
市
で
も
耕
作
放
棄

地
を
解
消
す
る
補
助
金
な
ど
を
創
設
し
、

支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
鳥
羽
市
独

自
の
荒
廃
農
地
解
消
に
向
け
た
支
援
策
を

早
急
に
実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答	�

市
長　

近
隣
市
町
の
先
進
事
例
を
参
考

に
し
、
鳥
羽
市
と
し
て
他
市
町
に
引
け
を

取
ら
な
い
よ
う
な
独
自
の
対
策
を
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問	�

年
々
有
害
獣
が
増
加
傾
向
で
あ
り
、
国

の
補
助
金
だ
け
で
な
く
市
費
も
投
入
し

て
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。
獣
害

対
策
の
強
化
は
急
務
と
考
え
ま
す
が
ど

う
で
す
か
。

答	�

市
長　

市
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、
担

当
と
し
っ
か
り
話
を
し
、
他
市
町
に
引
け

を
取
ら
な
い
よ
う
な
形
を
と
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
狩
猟
者
の
方
の
支
援
も
含
め
、

適
正
な
水
準
を
目
指
し
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問	�

船
員
及
び
消
防
職
員
の
健
康
面
と
精
神
面

を
考
え
る
と
危
機
的
な
状
況
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
処
遇
改
善
、
人
員
確
保

は
緊
急
事
態
と
考
え
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

答	�

市
長　

船
員
の
住
居
、
手
当
に
つ
い
て

は
、
船
員
と
話
し
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
処
遇
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
捉
え
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
消
防
職
員
の
増
員
に

つ
い
て
は
、
消
防
長
か
ら
10
名
の
増
員
を

要
望
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
度
内
を
目
途

に
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
長鳥

羽
市
と
し
て
独
自
の
対

策
が
で
き
た
ら

荒
廃
農
地
解
消
に
向
け
た

支
援
策
の
実
施
を

市
長

 �

前
向
き
に
捉
え
て
い
き
た
い

船
員
、
消
防
職
員
の

人
員
確
保
及
び
処
遇
改
善
は

市内農地全体の約56％が荒廃農地
（写真は相差町茅原新田の耕作放棄地の状況）

問	�

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
ん
な
人
で
も
力

を
発
揮
で
き
る
社
会
に
近
づ
け
る
た
め

に
、
地
域
と
し
て
ど
こ
に
伸
び
代
が
あ
る

の
か
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
鳥
羽
市

は
、
性
別
で
判
断
さ
れ
な
い
ま
ち
、
誰
も

が
同
じ
よ
う
に
認
め
ら
れ
、
力
を
発
揮
で

き
る
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
か
。

答	�

市
長　

性
別
に
よ
る
社
会
的
・
家
庭
的

役
割
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ

鳥
羽
市
は
保
守
的
な
地
域
性
が
あ
る
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

問	�

数
値
目
標
は
立
て
た
ほ
う
が
実
効
性
が
高

い
こ
と
は
間
違
い
な
い
以
上
、
男
女
間
の

賃
金
格
差
の
把
握
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
が
、
で
き
ま
す
か
。

答	�

市
長　

男
女
の
社
会
進
出
と
い
う
点
に
つ

き
ま
し
て
は
、
徐
々
に
解
消
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
や
は
り

一
番
は
教
育
に
よ
る
も
の
、
学
校
教
育
に

限
ら
ず
、
家
庭
教
育
も
含
め
て
そ
こ
の
役

割
が
非
常
に
大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
鳥
羽
市
は
消
滅
可
能
性
都
市

と
い
う
烙
印
を
押
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
こ
れ
は
39
歳
以
下
の
女
性
の
割
合
に

よ
っ
て
そ
の
規
定
が
決
ま
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
女
性
が
社
会
進
出
し
や
す
い
、
あ

る
い
は
家
庭
や
社
会
で
生
活
し
や
す
い
、

労
働
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
、

そ
の
先
頭
に
行
政
が
立
つ
べ
き
だ
と
い
う

認
識
は
今
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
庁
内

で
も
し
っ
か
り
議
論
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

五
い が ら し

十嵐ちひろ

市
長性

別
に
よ
る
社
会
的
・

家
庭
的
役
割
と
い
う
点
に

お
い
て
保
守
的
な
地
域
性

が
あ
る

鳥
羽
市
は

性
別
で
判
断
さ
れ
な
い
ま
ち
か
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戸
と

上
がみ

健
けん

愛媛県今治市の村上海賊ミュージアム

問	�

九
鬼
嘉
隆
と
九
鬼
水
軍
は
本
市
の
英
傑
で

す
。
今
、
全
国
的
に
注
目
を
浴
び
て
お
り

ま
す
。
九
鬼
嘉
隆
、
九
鬼
水
軍
の
資
料
を

一
堂
に
展
示
し
て
、
鳥
羽
市
民
が
い
つ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
資
料
館
は

鳥
羽
に
あ
り
ま
す
か
。

答	�

生
涯
学
習
課
長　

鳥
羽
市
に
は
九
鬼
水

軍
を
一
堂
に
展
示
、
紹
介
す
る
資
料
館
は

な
く
、
海
の
博
物
館
や
鳥
羽
市
歴
史
文

化
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
の
一
角
に
展
示
が
あ

る
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
全

国
で
九
鬼
水
軍
を
紹
介
す
る
博
物
館
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問	�

現
在
、
水
軍
博
物
館
を
建
設
し
て
い
る
自

治
体
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

答	�

生
涯
学
習
課
長　

戦
国
時
代
の
水
軍
を

テ
ー
マ
に
し
た
博
物
館
は
、
全
国
で
愛
媛

県
今
治
市
に
所
在
す
る
村
上
海
賊
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問	�
九
鬼
水
軍
博
物
館
が
誕
生
す
れ
ば
、
観
光

誘
客
の
面
か
ら
も
新
た
な
効
果
が
生
ま
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
見
解
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

答	�

観
光
商
工
課
長　

歴
史
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
博
物
館
等
の
施
設
は
、
地
域
へ
の

観
光
客
誘
致
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問	�

九
鬼
水
軍
博
物
館
も
し
く
は
資
料
館
の
建

設
を
市
と
し
て
視
野
に
入
れ
る
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

市
長
の
ご
存
念
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答	�

市
長　

博
物
館
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、視
野
に
入
れ
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。

市
長視

野
に
入
れ
た
い

九
鬼
水
軍
博
物
館
の
建
設
を

山
やま

本
もと

欽
よし

久
ひさ

船員不足により６隻から５隻へ
減船となる定期航路

問	�

本
市
の
郷
土
学
習
の
取
組
の
中
で
も
島
っ

子
ガ
イ
ド
が
有
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答	�

学
校
教
育
課
長　

神
島
小
と
菅
島
小
で

行
わ
れ
て
い
る
取
組
で
、
海
島
遊
民
く
ら

ぶ
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
自
分
の
島
の
良

さ
や
課
題
に
気
づ
き
、
ガ
イ
ド
活
動
や

意
見
交
流
を
通
し
て
人
と
関
わ
る
こ
と

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
育
ま
れ

ま
す
。

問	�

今
後
の
郷
土
学
習
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

答	�

教
育
長　

単
な
る
知
識
の
習
得
に
と
ど

ま
ら
ず
、
子
ど
も
達
が
主
体
的
に
未
来
を

切
り
開
く
力
を
育
む
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
市
が
誇
る
べ
き
取
組
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�

市
長
は
減
船
に
際
し
て
ど
う
い
っ
た
思
い

で
臨
ま
れ
ま
し
た
か
。

答	�
市
長　

船
員
に
い
か
に
や
る
気
を
持
っ
て

こ
の
鳥
羽
の
定
期
船
で
働
い
て
い
た
だ
け

る
か
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
離
島
航
路
の
維
持
に

は
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

非
常
に
大
事
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

意
見 �

10
年
前
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
正
面
か

ら
考
え
て
お
け
ば
状
況
は
変
わ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。今
こ
そ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
っ
て
、真
剣
に
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
長

本
市
が
誇
る
べ
き
取
組

郷
土
学
習
の
重
要
性
は

市
長

 �

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
事
で
あ
る

減
船
へ
の
思
い
は



9 わたしの議会。

問	�

市
内
の
事
業
所
数
は
ど
れ
だ
け
で
す
か
。

答	�

観
光
商
工
課
長　

本
市
の
事
業
所
数
は

１
１
１
８
事
業
所
で
、
産
業
別
で
は
、
第

三
次
産
業
が
全
体
の
約
９
割
を
占
め
て

お
り
ま
す
。

問	�

製
造
業
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
今
ま
で

以
上
に
手
厚
く
金
融
政
策
を
で
き
ま
せ
ん

か
。

答	�

観
光
商
工
課
長　

既
存
の
補
助
制
度
と
国

の
融
資
制
度
を
適
切
に
ご
案
内
し
、
ご
活

用
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問	�

鳥
羽
市
内
の
経
済
を
循
環
さ
せ
る
、
域
内

循
環
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

答	�

市
長　

一
般
消
費
者
だ
け
で
は
な
く
、
企

業
等
、
旅
館
業
も
地
元
の
も
の
を
使
っ
て

い
た
だ
き
、
お
客
様
に
提
供
す
る
と
い
う

仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問	�

国
道
１
６
７
号
線
の
中
央
分
離
帯
、
パ
ー

ル
ロ
ー
ド
沿
線
の
景
観
保
持
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
か
。

答	�

市
長　

こ
れ
か
ら
宿
泊
税
等
も
入
っ
て

き
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
活
用
も
し
な
が

ら
、
観
光
客
フ
ァ
ー
ス
ト
で
駅
前
を
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
を

つ
く
り
た
い
。
ま
た
、
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
に

つ
い
て
も
し
っ
か
り
要
望
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問	�

今
後
の
中
小
企
業
の
振
興
策
を
ど
う
考
え

て
い
ま
す
か
。

答	�

市
長　

中
小
企
業
振
興
条
例
の
制
定
に
向

け
、
既
に
鳥
羽
商
工
会
議
所
等
と
調
整
を

し
て
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
執
行
し
て
い

け
る
よ
う
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

世
せ

古
こ

安
やす

秀
ひで

市
長中

小
企
業
振
興
条
例
を

制
定
し
、
来
年
度
か
ら

執
行
し
て
い
き
た
い

今
後
の
中
小
企
業
の
振
興
策
は

木
きの

下
し た

順
じゅん

一
い ち

問	�「
鳥
羽
市
森
林
整
備
計
画
」
に
は
、
森
の

整
備
が
海
の
再
生
に
貢
献
す
る
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
市
政
の
柱

と
し
て
継
承
し
、「
森
と
海
の
つ
な
が
り
」

を
活
か
す
政
策
を
ど
こ
ま
で
本
気
で
力
強

く
推
進
し
ま
す
か
。

答	�

市
長　

森
と
海
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、

森
の
管
理
は
海
へ
の
栄
養
塩
供
給
や
土

砂
流
出
防
止
に
不
可
欠
で
す
。
本
計
画

を
市
長
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
継
承
す
べ

き
も
の
と
位
置
づ
け
、「
森
林
環
境
譲
与

税
」、「
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
」
な
ど
も

活
用
し
な
が
ら
、
計
画
に
基
づ
く
事
業

を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問	�

か
つ
て
加
茂
小
学
校
の
児
童
か
ら
「
海
を

守
る
に
は
森
が
大
切
」
と
の
理
念
の
下
、

体
験
学
習
を
求
め
る
提
言
が
あ
り
ま
し

た
。
子
供
た
ち
の
熱
い
思
い
を
受
け
止
め
、

具
体
的
な
施
策
と
し
て
実
行
に
移
す
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答	�

市
長　

子
供
た
ち
の
提
言
は
高
く
評
価
し

て
お
り
、
彼
ら
の
研
究
成
果
が
市
政
の
中

で
実
現
し
、
達
成
感
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

問	�

次
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て
、「
森
と

海
の
つ
な
が
り
」
を
軸
と
し
た
施
策
を
総

合
的
に
推
進
し
て
い
く
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

答	�

市
長　

現
在
は
予
算
編
成
の
時
期
で
す

の
で
、
関
係
課
と
調
整
し
な
が
ら
し
っ
か

り
と
進
め
ま
す
。
私
の
公
約
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
子
供
た
ち
や
民
間
の
方
が
全
面

的
に
活
躍
で
き
る
よ
う
な
体
制
へ
シ
フ
ト

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長着

実
に
推
進
し
ま
す

「
森
と
海
の
つ
な
が
り
」
を

活
か
す
政
策
を
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坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ

問	�

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
た
地
域
社
会
の

構
築
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
認
知
症
の
人

の
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を
守
る
ケ
ア
技
法
で

あ
る
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
※

が
注
目
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ケ
ア
技
法
は
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
長　

こ
の
ケ
ア
を
実
践
す

る
こ
と
で
、
ご
本
人
の
不
安
や
恐
怖
が
和

ら
ぎ
精
神
的
な
安
定
に
つ
な
が
り
、
表

情
を
含
め
穏
や
か
に
な
る
こ
と
、
周
囲
か

ら
の
提
案
に
対
す
る
拒
否
的
な
行
動
が

減
り
、
そ
の
方
に
必
要
な
ケ
ア
の
受
入
れ

が
改
善
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
転
倒
の
頻

度
や
行
動
の
抑
制
、
薬
剤
へ
の
依
存
が

低
減
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
ケ
ア
す
る

側
の
負
担
感
が
軽
く
な
る
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

問	�

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
普
及
す
る
た
め
に
取

り
組
む
べ
き
こ
と
は
何
で
す
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
長　

ご
家
族
や
事
業
者
を
対

象
と
す
る
研
修
の
導
入
な
ど
で
、
技
法
を

実
践
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見 �

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
普
及
に
つ
い
て
は
、ぜ

ひ
今
後
、研
究
を
進
め
て
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

※�

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
は
、フ
ラ
ン
ス
で
開
発
さ

れ
た
ケ
ア
の
哲
学
・
技
法
。認
知
症
の
人
な

ど
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
と
良
好
な
関
係

を
築
き
、尊
厳
を
守
り
な
が
ら
自
立
性
を
引

き
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

健
康
福
祉
課
長

技
法
を
実
践
で
き
る
人
材

の
育
成
と
考
え
て
い
る

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
普
及
の
た
め
に

取
り
組
む
べ
き
こ
と
は

ユマニチュードのイラスト

問	�

こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、「
空

き
家
対
策
」、「
補
助
幹
線
道
路
整
備
」、「
防

火
・
準
防
火
地
域
指
定
」、「
火
葬
場
の
高

台
移
転
」、「
奥
谷
川
砂
防
ダ
ム
」、「
国
土

調
査
」
等
の
問
題
に
つ
い
て
指
摘
、
要
望

を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
が
有
用
だ
と
思
い
ま

す
が
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
必
要
性
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答	�

企
画
財
政
課
副
参
事　

都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は
重
要
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問	�

国
土
調
査
の
進
展
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
、
中

心
市
街
地
等
、
市
内
の
大
部
分
で
隣
地
境

界
線
が
定
ま
っ
て
い
な
い
事
に
つ
い
て
、

副
市
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答	�

副
市
長　

境
界
を
決
め
る
こ
と
は
、
市

と
し
て
も
今
後
の
事
業
を
進
め
て
い
く

上
で
も
大
変
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

問	�

新
た
な
法
制
度
、
社
会
情
勢
を
反
映
し
て

い
な
い
「
ス
ピ
ー
ド
感
の
無
い
」
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

答	�

市
長　

時
代
の
流
れ
に
き
ち
ん
と
沿
っ

て
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
抑
え
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
、
大
変
重
要
な
課
題
だ
と

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

尾
お

﨑
ざき

　幹
みき

市
長時

代
の
流
れ
に
沿
っ
て

進
め
て
い
き
た
い

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

市
長
の
考
え
は
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議員別表決結果令和８年１月19日会議 ○○：賛成　××：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

倉く
ら

田た

正ま
さ

義よ
し

五い
が
ら
し
十
嵐
ち
ひ
ろ

世せ

古こ

雅ま
さ

人ひ
と

山や
ま

本も
と

欽よ
し

久ひ
さ

瀬せ

﨑さ
き

伸し
ん

一い
ち

南み
な
み

川が
わ

則の
り

之ゆ
き

濱は
ま

口ぐ
ち

正ま
さ

久ひ
さ

河か
わ

村む
ら　

孝た
か
し

戸と

上が
み　

健け
ん

木き
の

下し
た

順じ
ゅ
ん

一い
ち

坂さ
か

倉く
ら

広ひ
ろ

子こ

尾お

﨑ざ
き　

幹み
き

世せ

古こ

安や
す

秀ひ
で

67 令和７年度鳥羽市一般会計補正予算（第９号）

1月19日

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○○ ○○ ○○ ○○ ○○

68 鳥羽市職員定数条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
68
号　

鳥
羽
市
職
員
定
数
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〈
内
容
〉
消
防
力
の
充
実
を
図
る
た
め

　

�

に
消
防
職
員
の
定
数
を
見
直
し
た

く
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

  

●	��

消
防
機
関
の
職
員　

46
人
⬇
50
人

（
４
人
増
）

問	�

消
防
職
員
の
定
数
を
46
人
か
ら
50

人
に
４
人
増
と
し
た
理
由
は
。

答	�

現
在
、
消
防
職
員
１
名
を
三
重
県

消
防
学
校
に
派
遣
し
て
お
り
、
さ

ら
に
令
和
10
年
度
に
は
消
防
通
信

指
令
業
務
の
共
同
化
事
業
に
よ
り

２
名
を
派
遣
す
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。
不
足
す
る
職
員
へ
の
対

応
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
職
員
採
用
の
際
に
優
秀
な
応

募
者
が
多
数
見
え
た
場
合
、
消
防

職
員
を
確
保
で
き
る
よ
う
今
回
の

改
正
内
容
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
67
号　

令
和
７
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

〈
主
な
補
正
予
算
の
内
容
と
質
疑
応
答
〉

  

●	�

中
小
企
業
支
援
事
業
（
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
や
事

業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
国
及
び

三
重
県
が
実
施
す
る
補
助
金
制

度
の
採
択
を
受
け
た
市
内
小
規

模
事
業
者
等
を
支
援
す
る
費
用

を
補
正
）	

…
２
６
０
０
万
円

問	�

商
工
会
議
所
の
会
員
以
外
へ
の
周

知
に
つ
い
て
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答	�

周
知
に
関
し
て
は
商
工
会
議
所
の

会
員
を
中
心
に
周
知
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
共
に
、
自
己
負
担
が
減
り

申
請
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う

と
こ
ろ
を
ポ
イ
ン
ト
に
発
信
を
し

て
い
き
た
い
。

1月
議会報告

　1月19日に令和７年度鳥羽市一般会計補正予算（第９
号）ほか、鳥羽市職員定数条例の一部改正についての議
案２件を審議しました。

予
算
決
算
委
員
会

行
政
常
任
委
員
会

  

●	�

地
域
振
興
券
事
業
（
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
た
生
活
者
や
事
業
者

を
支
援
す
る
た
め
、
商
品
券
の
配

布
を
行
う
「
地
域
振
興
券
事
業
」

を
実
施
す
る
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地域振興券イメージ図
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●本会議（議案上程）……2月25日（水）
●本会議（一般質問）……3月3日（火）・4日（水）・5日（木）
●本会議（議案質疑）……3月6日（金）
●行政常任委員会………3月9日（月）
●予算決算常任委員会…3月10日（火）～3月16日（月）※土日を除く
●本会議（表決）…………3月23日（月）

12わたしの議会。
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 索

編集後記
　わたしの議会。（とば市議会だより）第194号をお届けします。
　昨年７月に鳥羽市議会サポーターを任命し、12月には意見交換会を
実施しました。サポーターの皆様には、議会の傍聴などを通して、13人の
議員それぞれが市民の代表として意欲的に活動する姿にご理解をいた
だき、深く感謝申し上げます。
　また、サポーターの方々のご意見に応え、今後のＳＮＳ更新を広報広聴
委員会が担当し、日頃の活動なども積極的に配信していきます。市民の
皆様のフォローをよろしくお願いいたします。
� 記　倉

くら

田
た

正
まさ

義
よし

広報広聴委員会 委員長　　山
やま

本
もと

欽
よし

久
ひさ

副委員長　濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ

委員　　　倉
くら

田
た

正
まさ

義
よし

委員　　　五
い が ら し

十嵐ちひろ

委員　　　世
せ

古
こ

雅
まさ

人
ひと

委員　　　南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき

委員　　　河
かわ

村
むら

　孝
たかし

傍聴してみませんか？
　本会議や委員会は原則公開されて
おり、傍聴が可能となっています。
ぜひ実際の議会中の空気を感じてみ
てください。

令和８年３月議会のご案内

※�会議日程は変更する場合があります。開催時刻等、詳細は市議会カレンダー（上記QRコード）
よりご確認ください。
　なお、一般質問の日程は質問者の人数により次のとおり変動します。
◦質問者が5人以下の場合→1日間（3月3日のみ）
◦質問者が6人以上～ 10人以下の場合→2日間（3月3日・4日）
◦質問者が11人以上の場合→3日間（3月3日・4日・5日）


